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お
盆
に
天
ぷ
ら

を
食
べ
る
の
は
長

野
県
特
有
の
文
化

で
あ
り
、
特
に
天

ぷ
ら
ま
ん
じ
ゅ
う

は
南
信
で
は
よ
く

食
べ
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
。
今
年

は
新
盆
が
数
件
あ
り
お
見
舞
い
に

伺
っ
た
が
、
そ
こ
で
十
数
年
ぶ
り

に
叔
父
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た

▼
叔
父
は
高
校
卒
業
後
、
茅
ヶ
崎

市
で
就
職
し
家
庭
を
持
ち
生
活
を

し
て
い
る
。
高
齢
で
あ
り
、
な
か

な
か
飯
田
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
新
盆

を
機
に
久
し
ぶ
り
の
帰
郷
と
な
っ

た
。
お
茶
の
席
で
天
ぷ
ら
ま
ん

じ
ゅ
う
が
出
さ
れ
る
と
叔
父
は
懐

か
し
い
と
喜
ん
で
食
べ
、
そ
の
娘

は
ま
ん
じ
ゅ
う
を
天
ぷ
ら
に
し
て

食
べ
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
て
い

た
▼
話
を
聞
く
と
数
十
年
ぶ
り
に

食
べ
た
と
の
こ
と
。
住
ん
で
い
る

所
に
は
天
ぷ
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
と
い

う
食
べ
物
は
な
く
、
い
つ
か
飯
田

に
帰
っ
た
ら
食
べ
よ
う
と
思
っ
て

い
た
そ
う
だ
。
初
め
て
見
た
叔
父

の
娘
は
軽
い
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
て
い
た
が
「
食
べ
て
み

る
と
美
味
し
い
」
と
言
い
な
が
ら

食
べ
て
い
た
▼
ま
ん
じ
ゅ
う
を
天

ぷ
ら
に
し
て
食
べ
る
こ
と
は
当
た

り
前
の
こ
と
と
思
っ
て
い
た
が
他

県
か
ら
来
た
人
に
は
斬
新
な
食
べ

物
で
あ
り
、
帰
郷
し
た
人
に
は
懐

か
し
い
食
べ
物
で
あ
る
。
そ
の
場

所
で
し
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
、
そ
の
時
期
で
し
か
味
わ

う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
、
私
た

ち
が
住
ん
で
い
る
食
文
化
を
改
め

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
お
盆
で

あ
っ
た
。

世帯数5,439世帯

男子 6,068　人

女子 6,575　人

 計 12,643　人

８月末現在

　

連
日
３５
度
を
超
え
る
猛
暑
日

が
続
く
７
月
２９
日
、
松
ぼ
っ
く

り
で
松
尾
児
童
ク
ラ
ブ
お
楽
し

み
の
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
、
約
１
４
０
人
が
参
加

し
た
。
今
回
は
身
近
な
も
の
を

使
っ
て
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
を

作
っ
た
。

　

直
径
１５
㌢
ほ
ど
の
丸
型
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
透
明
の
容
器
の

ふ
た
に
ス
ト
ロ
ー
２
本
と
、
蛇

腹
の
ス
ト
ロ
ー
１
本
を
短
く

切
っ
て
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
貼

り
、
そ
こ
に
ク
リ
ッ
プ
に

松尾地区文化体育振興会では、地区住民の方が予選大会を突破
して県大会以上の規模の大会へ出場する際には、激励金を交付
しています。申請方法については、松尾公民館へお問い合わせ
ください。

できたー !!

ショウサンを松尾の人気者に！

親方、恩師と一緒に

サ
イ
エ
ン
ス
で
暑
さ
吹
っ
飛
ば
せ
！

出
張
サ
イ
エ
ン
ス

物語の世界に引き込まれる
ひと時を親子で

いいだ人形劇フェスタ２０２５

シ
ョ
ウ
サ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

　

７
月
１７
日
松
尾
公
民
館
で
、

第
１
回
シ
ョ
ウ
サ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
が
行
わ
れ
た
。

　
「
シ
ョ
ウ
サ
ン
」
と
は
、
令

和
４
年
度
に
松
尾
小
学
校
開
校

１
５
０
周
年
事
業
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
当
時

６
年
生
の
児
童
が
、
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
モ
チ
ー
フ
に

　

今
春
、
大
相
撲
玉
ノ
井
部
屋
へ
入
門
し
た
、

松
尾
相
撲
ク
ラ
ブ
出
身
の
寺
西
蓮
さ
ん
が
、
７

月
の
名
古
屋
場
所
か
ら「
天
清
蓮
大
」と
い
う
四し

股こ

名な

を
授
け
ら
れ
改
名
し
た
。
父
親
の
仕
事

関
係
の
「
天
」
と
恩
師
の
清
水
里
香
さ
ん
の

「
清
」を
組
み
合
わ
せ
た
四
股
名
と
な
っ
た
。こ

の
秋
場
所
で

は
西
序
二
段

九
十
二
枚
目

で
土
俵
に
上

が
っ
た
。

史
は
古
く
、
大
正
７
年
に
松
尾

尋
常
小
学
校
旅
行
隊
が
三
重
県

二
見
浦
か
ら
持
ち
帰
り
、
小
学

校
の
中
庭
で
３０
年
余
り
大
切
に

育
て
、
そ
の
後
も
２
代
目
、
３

代
目
と
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

を
飼
育
し
た
。

　

シ
ョ
ウ
サ
ン
を
松
尾
公
民
館

の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
し
よ

う
と
始
ま
っ
た
の
が
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
会
議
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
中
高
校
生
４
人
を

含
む
、
１７
人
が
参
加
し
た
。
公

式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
展
開

し
て
い
く
に
は
何
を
す
べ
き

か
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
の
意

見
と
ア
イ
デ
ィ
ア
が
多
く
出
さ

れ
た
。
鎌
倉
豊
公
民
館
長
は

「
松
尾
と
い
え
ば
シ
ョ
ウ
サ
ン
、

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
人
気
者
に

し
た
い
」
と
話
し
た
。

　

今
後
、
令
和
８
年
度
ま
で
に

シ
ョ
ウ
サ
ン
を
正
式
任
命
で
き

る
よ
う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
く
予
定
で
い
る
。

丸
型
や
ハ
ー
ト
型
の
輪
を

絡
ま
せ
た
物
を
入
れ
て
容

器
を
か
ぶ
せ
て
完
成
。
あ

と
は
磁
石
を
使
っ
て
ク

リ
ッ
プ
を
操
作
し
て
輪
っ

こ
を
ス
ト
ロ
ー
に
引
っ
掛

け
て
遊
ぶ
。

　

子
供
た
ち
は
短
時
間
で

完
成
さ
せ
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
だ
。
中
に
は

上
手
く
ス
ト
ロ
ー
に
引
っ

掛
け
ら
れ
な
く
て
長
さ
を

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
も
っ
と

わ
く
わ
く
」。
み
る
・
演
じ
る
・

さ
さ
え
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
す
る
一
人

ひ
と
り
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

楽
し
み
、
感
動
し
、
心
が
躍
る

４
日
間
を
共
に
つ
く
ろ
う
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
た
人
形
劇

フ
ェ
ス
タ
が
、
８
月
７
日
か
ら

10
日
に
行
わ
れ
た
。
松
尾
地
区

公
演
は
、
今
年
も
松
尾
公
民
館

を
は
じ
め
、
地
区
内
６
会
場
７

公
演
が
行
わ
れ
た
。

　

松
尾
公
民
館
で
は
８
月
８
日

に
、
劇
団
す
ぎ
の
こ
が
「
み
に

く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」
と
「
金
の

お
の
銀
の
お
の
」
を
上
演
し
、

約
２
５
０
人
が
来
場
し
た
。
物

語
が
始
ま
る
と
、
皆
夢
中
で
楽

し
ん
で
い
た
。「
忘
れ
て
い
た

話
を
思
い
出
し
て
楽
し
か
っ

た
」
と
話
す
人
も
い
た
。

　

公
演
の
終
了
後
に
は
、
バ
ッ

ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
行
わ

れ
、
人
形
劇
の
舞
台
裏
を
見
る

事
が
で
き
た
。
劇
団
員
に
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
人
形
に
触
れ

て
操
作
し
て
喜
ぶ
子
供
や
記
念

写
真
を
撮
る
親
子
も
い
た
。

調
整
し
直
し
た
り
、
容
器
の
外

側
に
好
き
な
絵
を
描
い
た
り
す

る
子
供
も
い
て
、
個
性
豊
か
な

工
夫
が
見
ら
れ
た
。

作
製
し
た
も

の
。
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
と
松
尾
小

学
校
と
の
歴

長
野
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

自
転
車
競
技
大
会

ト
ラ
ッ
ク
競
技
ケ
イ
リ
ン　
準
優
勝

北
信
越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

自
転
車
競
技
大
会

ト
ラ
ッ
ク
競
技
ケ
イ
リ
ン　
６　
位

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

自
転
車
競
技
大
会

ト
ラ
ッ
ク
競
技
ケ
イ
リ
ン　
出　
場

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技

長
野
県
大
会

女
子
共
通
走
幅
跳
決
勝　
　
準
優
勝

全
日
本
中
学
校陸

上
競
技
選
手
権
大
会

女
子
走
幅
跳
決
勝　
　
　
　
出　
場

長
野
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会 

夏
季
大
会

個
人
戦　
男
子
６０
㌕
級　
　
優　
勝

全
国
中
学
校
柔
道
大
会

個
人
戦　
男
子
６０
㌕
級　
　
出　
場

飯
田
風
越
高
等
学
校
自
転
車
部

平
澤
　
　
慧
さ
ん
（
代
田
区
）

松
尾
公
民
館
柔
道
ク
ラ
ブ

竹
内
瑛
吉
郎
さ
ん
（
清
水
区
）

M
SJAC

（
南
信
州
ジ
ュ
ニ
ア

ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）

安
藤
　
　
凛
さ
ん
（
水
城
区
）

寺西蓮さん
「天
てん

清
せい

蓮
れん

大
た

」に！



  

　８月１９日、松尾公民館でまつお応援隊の発足会議が行われ、地元の高校生１０人が参加した。
　まつお応援隊は、高校生が主体となって地域の中でやってみたいことを話し合い、実際に企画・
実践することで松尾地区を盛り上げていく取り組み。公民館からの呼びかけに応えた高校生が
中心となり、小・中学校時代の同級生に声をかけてメンバー
を募った。
　焼肉を囲みながら久々の再会を懐かしんだ後、今年度の活
動に向けた作戦会議が行われた。参加者からは「子供に楽し
んでもらえる内容がいいよね」「スポーツ系なら自分たちも
楽しめるんじゃない？」といった意見が交わされ、様々な事
業アイデアが出された。
　会議は夏休み終盤の夕方から始まり、話しが盛り上がるう
ちに周囲はすっかり暗くなるほどだった。高校生たちの活動
が、今後地区内でどのように展開されるのか、期待が高まる。

高校生まつお応援隊
　８月２日に松尾図書館主催の「夏のお楽しみ会」が松尾公
民館２階講座室で開催され、子供と保護者約 25人が参加し
た。ボランティアとして緑ヶ丘中学校の生徒３人も協力した。
　子供たちは、絵本の読み聞かせと紙芝居に引き込まれてい
た。その後、ポリ袋を使ってロケット製作を行った。館員の
指導のもと、大人たちの助
けも借りながら完成。的当
てや飛距離、滞空時間を競
い合い、元気に飛び回った。
最後は部屋の端から一斉に
ロケットを飛ばすと会場は
歓声に包まれた。

笑顔が飛び交う！
「夏のお楽しみ会」

誰のが一番飛ぶかな？

2025夏の日のスケッチ
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７
月
２０
日
、
城
集
会
所
で

分
館
主
催
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
区
民
が
集
ま
り
夏
祭
り

を
楽
し
ん
だ
。

　

前
年
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で

密
を
防
ぐ
た
め
規
模
を
縮
小

し
て
行
っ
て
い
た
が
、
今
年

は
炎
天
下
の
中
、
屋
外
で

は
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
用
意

し
た
か
き
氷
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
、
水
ヨ
ー
ヨ
ー
、
射
的
等

に
子
供
た
ち
が
集
ま
り
、
Ö

�å�q�x	®�V�×�Ï	¤�è�q�x	®�V�f�y�q�Ñ�å�ï�«�Ñ�ç

　

８
月
１６
日
、久
井
公
園
で
納
涼
祭
が
行
わ

れ
た
。出
店
な
ど
の
作
業
が
忙
し
く
、話
を

す
る
暇
が
な
い
と
の
反
省
か
ら
、外
部
か
ら

３
人
の
調
理
人
を
招
き
、区
民
同
志
の
親
睦

　

８
月
２
日
、
分
館
主
催
の
常
盤
台
区
納
涼

祭
が
常
盤
台
集
会
所
で
行
わ
れ
た
。

　

う
だ
る
様
な
暑
さ
の
中
、
１５
時
か
ら
テ
ン

ト
張
り
や
屋
台
の
準
備
を
行
っ
た
。

　

後
藤
勉
分
館
長
の
開
催
宣
言
の
後
、常
盤
太

鼓
と
子
供
太
鼓
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
勇
ま
し
い
演
奏
が
盛
り

　

明
区
の
納
涼
夏
祭
り
が

８
月
３
日
、
明
公
園
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
地
域
住

民
が
多
数
訪
れ
て
賑
わ
い

を
み
せ
た
。

　

会
場
に
は
焼
き
そ
ば
や

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
五
平

餅
、
か
き
氷
な
ど
を
販
売

す
る
両
璧
亭
の
模
擬
店
が

並
び
、
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
っ
た
。
特
に
焼
き
そ

ば
は
、
開
店
と
同
時
に
行

列
が
で
き
、
早
い
段
階
で

売
り
切
れ
と
な
る
人
気

だ
っ
た
。

　

子
供
た
ち
に
人
気
だ
っ

た
の
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

だ
。
水
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や

　

８
月
１５
日
、
上
溝
集
会

所
で
納
涼
祭
が
開
催
さ

れ
、
区
民
や
里
帰
り
中
の

家
族
な
ど
約
２
０
０
人
が

参
加
し
た
。

　

１６
時
の
伊
藤
博
隆
区
長

の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、

夜
店
が
開
か
れ
た
。

　

壮
年
会
の
焼
き
そ
ば
や

か
ら
あ
げ
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
に
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ

ト
、
神
輿
会
の
牛
串
、
農

家
組
合
の
五
平
餅
、
実
年

会
の
焼
き
鳥
、
小
学
校
Ｐ

域
戦
隊
カ
ッ
セ
イ
カ
マ
ン
が
会
場
を
盛

り
上
げ
、
多
く
の
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

　

実
行
委
員
長
の
小
林
幸
雄
分
館
長
は

「
準
備
段
階
か
ら
多
く
の
方
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
る
。
予
想
を

上
回
る
多
く
の
来
場
者
に
恵
ま
れ
、
模

擬
店
も
早
い
段
階
で
売
り
切
れ
る
な
ど

大
盛
況
で
終
え
ら
れ
、
嬉
し
く
思
う
」

と
語
っ
た
。

ラ
ム
ネ
早
飲
み
競
争
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、

盆
踊
り
、
子
供
花
火
大
会
を
行
っ
た
。

　

１９
時
か
ら
は
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
当
選

者
に
は
豪
華
賞
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

松
田
成
雄
分
館
長
は
「
天
気
が
心
配
だ
っ

た
が
、
良
い
天
気
で
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
く
れ

て
良
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

�Ä
を
作
っ
て
、
来
場
者
に
振

る
舞
っ
た
。

　

室
内
で
は
文
化
教
養
講

座
が
開
か
れ
、
野
菜
ソ
ム

リ
エ
と
、
シ
ー
ド
ル
の
ポ

ム
・
ド
・
リ
エ
ゾ
ン
の
資

格
を
持
つ
殿
倉
由
紀
子
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
『
知
っ

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ビ

ン
ゴ
大
会
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
伊
那
谷
芸
人
の
さ
っ

ち
ゃ
ん
と
、
初
登
場
の
地

Ｔ
Ａ
の
か
き
氷
と
射
的
、

中
健
会
の
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ

が
出
店
さ
れ
、
買
い
求
め

る
人
々
で
賑
わ
っ
て
い

た
。

　

１７
時
か
ら
は
小
笠
原

栄
司
ス
ポ
ー
ツ
部
長
の
司

会
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
お
菓
子
詰
め
放
題
や

　

７
月
２７
日
、
代
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
代
田
区
夏
祭
り
が
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
よ
る
お
楽
し
み
会
と
共
に
開
催
さ
れ

た
。

　

気
温
３４
度
の
真
夏
日
の
中
、
訪
れ
た
人

た
ち
は
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
た
か
き
氷
で

涼
を
と
り
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
焼
き
そ

供
た
ち
の
満
足
そ
う
な
笑
顔
が
見
ら
れ

た
。

　

夏
祭
り
の
企
画
を
担
当
し
た
吉
澤

庸
成
産
業
部
長
は
「
皆
様
の
お
か
げ
で

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
地

域
の
皆
様
に
と
っ
て
楽
し
い
思
い
出
の

一
つ
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
」と
話
し
た
。

小
唄
、飯
田
り
ん
ご
ん
等
の
踊
り
も
楽
し
ん
だ
。

　

各
種
団
体
に
よ
る
射
的
コ
ー
ナ
ー
、
水

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
水
鉄
砲
コ
ー
ナ
ー
も
大
賑

わ
い
。出
店
も
五
平
餅
、焼
き
鳥
、焼
き
そ
ば
、

を
図
っ
た
。

　

ま
た
、体
育
部

の
主
催
で
モ
ル
ッ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
の
体
験
も
行
わ

れ
た
。
夕
方
か
ら

の
お
祭
り
で
は
お

囃
子
披
露
を
し
た

後
に
、
昔
の
映
像

を
見
な
が
ら
久
盛

音
頭
を
踊
り
、竜
峡

上
が
っ
た
。

　

屋
台
は
か
き
氷
、
焼
き
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
な
ど
の
店
に
人
だ
か
り
が
で
き
、
終
了
時

間
前
に
全
て
売
り
切
れ
と
な
る
盛
況
ぶ
り
を

み
せ
た
。
最
後
の
お
楽
し
み
の
富
く
じ
抽
選

会
で
は
、
抽
選
箱
か
ら
く
じ
を
引
く
分
館
長

の
手
元
に
熱
い
視
線
が
集
ま
り
、
見
事
当
た
っ

カ
ッ
ト
ス
テ
ー
キ
、
か
き
氷
、
炭
火
焼
焼
肉

が
あ
り
、
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
前
に
は
長
蛇
の

列
が
出
来
て
い
た
。
ま
た
花
火
大
会
、
ビ
ン

ゴ
大
会
も
行
わ
れ
た
。

　

テ
ン
ト
下
に
設
置
し
た
椅
子
席
で
は
、
大

勢
の
区
民
が
イ
ベ
ン
ト
や
親
し
い
人
と
会
話

を
楽
し
み
、
親
睦
を
深
め
て
い
た
。

　

木
下
浩
一
文
化
部
長
は
「
天
気
が
良
か
っ

た
し
何
年
振
り
か
の
盆
踊
り
が
で
き
、
こ
れ

を
続
け
ら
れ
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し
た
。

て
、
飲
ん
で
、
地
域
を
も
っ
と
好
き
に

な
る
！
南
信
州
シ
ー
ド
ル
の
ひ
み
つ
』

と
い
う
講
座
が
開
か
れ
た
。
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス
と
シ
ー
ド
ル
の
試
飲
で
は
、

普
段
あ
ま
り
飲
ま
な
い
シ
ー
ド
ル
に
多

く
の
人
た
ち
が
お
か
わ
り
を
す
る
ほ
ど

人
気
が
あ
っ
た
。木
下
雅
夫
区
長
は「
こ

れ
で
や
っ
と
い
つ
も
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
来

年
は
も
っ
と
盛
り
上
が
る
よ
う
に
楽

し
い
企
画
を
考
え
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。

ば
、
焼
き
鳥
な
ど
屋
台
を
楽
し
み

な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
た
。

　

室
内
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
射

的
、
輪
投
げ
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
、水
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
が
行
わ
れ
、

多
く
の
小
学
生
が
歓
声
を
あ
げ
て

楽
し
ん
で
い
た
。

　

祭
り
の
中
盤
に
は
輝
悠
会
に
よ

る
踊
り
、
小
学
生
の
ス
イ
カ
割
り

が
行
わ
れ
た
。
ス
イ
カ
割
り
で
は

目
隠
し
を
し
た
子
供
た
ち
が
周
り

の
声
を
頼
り
に
思
い
っ
き
り
木
の

棒
を
振
り
下
ろ
し
た
。
笑
い
と
拍

手
の
あ
ふ
れ
る
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
空
気
が
会
場
を
包
み
、
切
り

分
け
ら
れ
た
ス
イ
カ
を
頬
張
る
子
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弾
け
る
笑
顔
！
飛
び
散
る
ス
イ
カ
！

笑
顔
で
元
気
だ
っ
た
？

盛
大
に
納
涼
祭

城
区代

田
区

久
井
区

常
盤
台
区

明
区

上
溝
区






